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１．収支状況の概略



１．収支状況の概略
● 販売機会の増加に伴う物販を含む事業収入が大幅に増加（前年比287万円増）

● イベント再開に伴う収益が増加した一方これに係る費用と手間が増加

● 広報活動の活発化に伴う支出が増加

● 会費収入は4年連続で減少傾向



２．会費支払会員数の推移
● 近年減少傾向が続いており魅力度向上に伴う会員増強が大きな課題



２．校友会の意義と課題



校友会の意義

①卒業生のネットワークを通じ母校の魅力向上に寄与

②校友が充実した人生を送るための機会を提供



具体的な価値提供

①懇親機会の提供－ライフステージに合わせたイベントを企画

　【例】20代－楽しいイベントの企画運営

　　　　30～40代－家族サービスの場の提供

　　　　全年代－学生時代を共有した仲間との懇親

　　　　全年代－世代を超えた友人との出会い

②ビジネス機会の提供－校友が社会で羽ばたくことを相互に扶助

　【例】情報交換／異業種交流／就職・転職の機会／相談相手の確保

　　　　Webなどを活用した広告宣伝への協力

③学校への価値の還元

　【例】学生の為の各活動に協力する

　　　　逗子開成の情報や功績を世に広く発信する

　　　　学生の抱える課題を社会人の視点から相談にのる



現状の課題

①会員／資金の不足

　▸価値あるイベントを開催するにも参加希望者と予算が必要

　▸人こそが校友会の魅力だが現状尻すぼみの状況

　▸気軽に参加できる価値あるイベントの開催には多くの資金が必要

②インフラの不足

　▸広い世代の多くの人に参加してもらうためのインフラが必要

③運営人員の不足

　▸現状でも人員は不足しているが活動の活発化を考えるとさらに不足

④連携の不足

　▸学生や校友が校友会の活動について十分に認識していない

　▸魅力的な施設を複数保有している学校との信頼および連携を強める　　こと

でこれらを積極的に活用できる



３．事業報告

～会員数の増強施策と財務基盤の拡充～



当期における改善活動

 



３-１．イベントの拡充



コロナ5類移行に伴うイベントの復活（1/2）

▸各地区会の総会や同期会、懇親会の再開　　

▸BBQ（湘南会）／クルージング（川崎横浜会）／ゴルフ部会等の再開

　



コロナ5類移行に伴うイベントの復活（2/2）



今後のイベントの展望

▸ビジネス交流会の開催

▸校友の開催する同窓会などのイベントのサポート



３-２．グッズ販売



商品開発委員会によるグッズ販売の活性化

▸新たに創立120周年グッズを開発し、Webを活用した販売を実施

▸グッズ売上としては過去最高を記録

◆販売期間

2024年1月から2月末（2ヵ月間）

Web経由での購入者は32名。

◆売上状況

● 売上点数: 185点

● 売上金額: 383,000円

● 利益: 103,481円



参考: 売れ筋商品の分析



３-３．インフラ整備



新規会費払込会員獲得のためのITインフラ整備

主に若年層をターゲットとした以下の施策を実施

▸校友会ホームページの全面刷新

▸会費支払い、決済システム導入による利便性の向上

▸SNS・YouTubeでの情報発信強化



校友会ホームページの20余年ぶりに大幅刷新

▸モバイルからでも見やすいように色・文字サイズ・行間を調整

▸各世代が知りたい情報にアクセスしやすいように情報を整理

▸分かりやすい情報発信ができるように、画像や動画を活用

▸どのページがどれだけ見られたか分析ができる仕組みを導入

刷新前 刷新後



会費支払い、決済システム導入による利便性向上

▸これまでの「ゆうちょ振込」に加えて、「クレジットカード決済」

「コンビニ決済」「口座振替」が新たに追加

▸グッズの支払いでもこれらの新しい決済手段が利用可能

▸2024年1月に導入し、既に26名が新しい支払い手段で登録

＋



SNS・YouTubeでの情報発信強化

若手常任幹事を中心に幅広い世代に届く動画を作成

● 逗子開成や近隣の最新情報を提供する動画

　　頻繁に足が運べない校友にも馴染みの母校や街の今を伝えたい　

● 校歌や応援歌の動画

貴重な青春時代を過ごした母校を思い出してもらいたい

● 卒業生が運営している事業所にお邪魔して紹介する動画

活躍する校友の現在を伝えることで校友や学生に希望を与えたい

校友のビジネスの広告宣伝の機会となる



通学路を歩く動画

http://www.youtube.com/watch?v=j8JoxqP2qeE


YouTubeの活動を楽しむ校友／校友のビジネスのPR機会



３-４．母校との連携強化



生徒支援の更なる強化

▸コラボビーチサンダル収益金の寄贈

▸新入生歓迎用パンフレットの刷新

▸生徒活動の支援



コラボビーチサンダルの収益金寄贈

120周年を記念して校友会で作成・販売したげんべいコラボ逗子開成サンダル

の収益金を、生徒達に役立てていただくために贈呈



新入生歓迎用パンフレットの刷新

▸校友の活躍や校友会の活動を紹介するパンフレットの作成・配布

▸従来はCD-ROMで配布していた校歌・応援歌を、昨今の生徒のデジタル化の

状況に鑑みて、自分のスマホからYouTubeで聞けるように一新

逗子開成校歌・応援歌集

：https://www.youtube.com/playlist?list=PLC37vByDQSr8Yy3T_lJk_m95ypqyrFEQR

https://www.youtube.com/playlist?list=PLC37vByDQSr8Yy3T_lJk_m95ypqyrFEQR


生徒活動の支援

2023年度は以下の支援を実施

▸表彰

● 持久走大会（中1から高2）のメダル、オリジナルシャープペンシルの授与

● ビブリオバトル（中1）、英語プレゼンコンテント（中2）の表彰品授与

● 卒業式（高3）の卒業記念品授与

▸クラブ活動助成

● 柔道部、ヨット部（中学・高校）、高校水泳部、高校陸上部の大会参加費

● 合計170,000円を助成

▸海外留学生支援

● 計16名、340,000円を支援



３-５．その他



開成祭における校友会の対応

▸海洋教育センター会場で、活動報告や活躍するOBをパネルで紹介

▸展示横に休憩コーナーを出店し、コーヒーや紅茶などを無料で提供

▸120周年を記念して制作したTシャツやスウェット、校章入りネクタイなどのグッ

ズ販売を行い、開成祭の盛り上げに貢献



校友会会報『開物成務』の発行

▸69号：2023年7月15日発行 創立120周年記念号（12ページ）　 

▸70号：2024年1月1日発行 

学校の状況や校友会の活動報告、クラブOB会の動向、活躍するOBの紹介など多彩

な内容を掲載し、会員へ発送 



▸40年にわたる風雪と2014年の「神城断層地震」の影響で劣化

▸学校、校友会、竣工と慰霊のためのご回向を行い2年間にわたる事業を完了

創立120周年事業
八方尾根 開成ケルン補修工事（長野県白馬村）



ボート遭難碑清掃

▸2024年1月27日11時より稲村ケ崎公園にて

▸6名の校友と鎌倉会より会長及び3名の幹事が参加し清掃を実施



田邊学祖墓参

▸2024年2月17日11時より、校友会会長及び副幹事長と鎌倉会より

会長及び幹事3名の計5名で墓参を実施



ご清聴ありがとうございました。


